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は
じ
め
に

　CO
V
ID
-19

の
罹
患
後
症
状
は
多
彩
で
、
疲
労
・
倦
怠
感
、
関

節
・
筋
肉
痛
、
咳
、
痰
、
記
憶
障
害
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
そ
の
持
続

期
間
も
様
々
で
あ
る
。
内
科
的
に
検
査
異
常
が
な
い
こ
と
が
多
く
対

症
療
法
が
施
さ
れ
る
も
の
の
、
改
善
に
乏
し
く
長
期
化
し
治
療
に
難

渋
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
漢
方
治
療
の
良
い
適
応
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
当
院
で
も
上
記
の
症
状
を
訴
え
て
の
受
診
は
多
く
、
種
々

の
方
剤
に
よ
る
治
療
を
試
み
て
い
る
。
今
回
は
、CO

V
ID
-19

罹
患

後
に
、
腰
痛
を
中
心
と
し
た
多
関
節
痛
が
出
現
し
通
学
が
困
難
と

な
っ
た
若
年
女
性
に
五
苓
散
末
自
家
製
剤
が
奏
効
し
た
症
例
を
経
験

し
た
の
で
報
告
す
る
。

　
　
　
症
　
　
例

【
症

　例
】　
13
歳
、
女
性

【
主

　訴
】　
腰
痛

【
既
往
歴
】　
起
立
性
調
節
障
害
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
呼
吸
困
難
感

【
内

　服
】　
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
エ
キ
ス
、
桂
枝
加
竜
骨
牡
蛎
湯
エ

キ
ス

【
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
】　
な
し

【
現
病
歴
】　
Ｘ

−

１
年
５
月
頃
に
家
庭
内
の
問
題
で
、
発
作
的
な
息

苦
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
10
月
か
ら
、
呼
吸
困
難
感
に
加

飯
塚
病
院

　月
曜
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　臨
床
経
験
報
告
会
よ
り
〔
通
算
◯�
〕

『
最
近
の
治
験
・
知
見
・
事
件
!?
』　
パ
ー
ト
Ⅱ
◯�

C
O
V
ID
-19

罹
患
後
の
遷
延
す
る
腰
痛
に

　
　
　
五
苓
散
末
自
家
製
剤
が
奏
効
し
た
１
症
例

○
　

原
田
直
之
・
中
尾
桂
子
・
吉
永
　
亮

井
上
博
喜
・
矢
野
博
美
・
田
原
英
一
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え
て
頭
痛
、
嘔
気
も
出
現
し
て
中
学
校
へ
登
校
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
近
医
小
児
科
を
経
て
当
院
小
児
科
を
受
診
し
た
。
学
校
で

は
さ
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
は
な
く
通
学
し
た
が
っ
て
い
た
。
呼
吸
困
難
感

に
つ
い
て
は
家
庭
環
境
の
問
題
が
原
因
と
考
え
ら
れ
、
症
状
緩
和
の

目
的
に
同
月
当
科
へ
紹
介
と
な
っ
た
。
諸
々
の
処
方
を
経
て
、
Ｘ
年

２
月
頃
に
は
気
逆
と
肝
気
鬱
結
を
目
標
と
し
て
、
桂
枝
加
竜
骨
牡
蛎

湯
エ
キ
ス
と
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
エ
キ
ス
を
併
用
す
る
こ
と
で
症
状

が
治
ま
っ
て
い
た
。
同
年
３
月
末
、
兄
がCO

V
ID

-19

に
罹
患
し

て
、
間
も
な
く
自
身
も
罹
患
し
た
。
発
熱
、
倦
怠
感
、
咽
頭
痛
が

あ
っ
た
が
、
数
日
で
軽
快
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
か
ら
強
い
腰
痛

が
出
現
し
起
居
が
困
難
で
登
校
で
き
な
く
な
っ
た
。
４
月
中
旬
の
当

科
再
診
時
に
経
緯
を
訴
え
、
漢
方
治
療
を
希
望
し
た
。

【
入
院
時
の
西
洋
医
学
的
所
見
】　
身
長
154
・
５ 
cm
、
体
重
50
・
２ 

kg
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
21
・
０
、
体
温
37
・
３
℃
（
自
身
の
平
熱
）、
血
圧 

112
／
70 

mm 

Hg
、
脈
拍
100
／
分 

不
整
な
し
。
理
学
所
見
に
明
ら
か
な
異
常
所

見
な
し
。
血
液
検
査
（
血
算
、
一
般
生
化
学
）
で
明
ら
か
な
異
常
所

見
な
し
。

【
漢
方
医
学
的
所
見
】

〔
自
覚
症
状
〕　
食
欲
や
や
不
良
、
軽
度
の
便
秘
症
、
少
し
寒
い
、
口

渇
あ
り
、
や
や
多
い
発
汗
、
排
尿
は
正
常
範
囲
内
、
入
眠
困
難
、
易

驚
性
、
眼
精
疲
労
、
高
度
の
月
経
痛
、
身
重
感
、
頭
痛
・
頭
重
感
、

立
ち
く
ら
み
。

〔
他
覚
所
見
〕　
脈
候
は
沈
、
小
、
緊
、
渋
。
舌
候
は
淡
紅
色
、
湿
潤

し
た
薄
い
白
黄
苔
、
腫
大
あ
り
、
歯
痕
あ
り
。
腹
候
は
腹
力
中
等

度
、
心
下
の
冷
感
あ
り
、
腹
直
筋
攣
急
あ
り
、
心
下
悸
あ
り
、
臍
上

悸
あ
り
、
両
臍
傍
圧
痛
あ
り
、
回
盲
部
圧
痛
あ
り
、
Ｓ
状
結
腸
部
圧

痛
あ
り
。

　
　
　
経
　
　
過

　
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
の
腰
部
を
中
心
と
し
た
多
関
節
痛
に
対
し
、
軽
度

の
冷
え
、
発
汗
傾
向
な
ど
も
目
標
と
し
て
桂
枝
加
苓
朮
附
湯
エ
キ
ス
２

包
／
日
を
処
方
し
た
。
そ
の
際
、
常
用
し
て
い
る
桂
枝
加
竜
骨
牡
蛎
湯

エ
キ
ス
２
包
／
日
、
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
エ
キ
ス
２
包
／
日
と
合
わ
せ

る
と
３
剤
と
な
り
、
処
方
の
方
意
が
複
雑
と
な
る
こ
と
、
副
作
用
の
懸

念
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
エ
キ
ス
を
中
止
し
た
。

　
１
週
間
後
、
関
節
痛
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
体
が
温
か
く
な
っ

た
と
感
じ
、
他
覚
的
に
も
心
下
の
冷
感
が
消
失
し
た
。
し
か
し
、
抑

肝
散
加
陳
皮
半
夏
エ
キ
ス
を
中
止
後
、
発
作
的
な
呼
吸
困
難
感
が
再

発
し
、
日
常
生
活
が
困
難
な
た
め
ど
う
し
て
も
再
開
し
て
ほ
し
い
と

の
希
望
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
桂
枝
加
苓
朮
附
湯
エ
キ
ス
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
や
む
な
く
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
エ
キ
ス
を
再
開
し
、

３
剤
内
服
と
し
た
。

　
３
週
間
後
、
呼
吸
困
難
感
は
収
束
し
、
強
い
腰
痛
は
変
わ
ら
な
い

が
足
関
節
の
疼
痛
が
軽
減
し
た
。
同
時
に
発
汗
の
頻
度
と
程
度
が
増
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し
た
。
そ
こ
で
、
腰
下
肢
痛
と
発
汗
傾
向
を
目
標
に
、
桂
枝
加
苓
朮

附
湯
エ
キ
ス
を
防
已
黄
耆
湯
エ
キ
ス
２
包
／
日
へ
転
方
し
た
。

　
７
週
間
後
、
下
半
身
の
冷
え
と
腰
部
を
含
め
た
多
関
節
痛
が
増
悪

し
た
。
そ
こ
で
、
防
已
黄
耆
湯
エ
キ
ス
を
桂
枝
加
苓
朮
附
湯
エ
キ
ス

２
包
／
日
へ
戻
し
て
加
工
ブ
シ
末
1.5
ｇ
／
日
を
加
え
た
。
９
週
間
後
、

体
は
や
や
温
か
く
足
関
節
痛
は
和
ら
い
だ
が
、
や
は
り
腰
痛
は
改
善

し
な
か
っ
た
。
裏
寒
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
電
気
温
鍼
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
小
倉
の
原
法
2nd
に
相
当
す
る
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
温
度
で

３
分
経
過
後
に
暑
さ
を
感
じ
た
。
10
分
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
行
の
附
子
末
の
量
で
温
補
の
効
果
が
あ
り
裏
寒
は
な
い
と
判
断
し

た
。
そ
の
他
の
所
見
と
し
て
、
口
渇
、
や
や
発
汗
す
る
、
立
ち
く
ら

み
、
身
重
感
、
頭
痛
・
頭
重
感
な
ど
の
自
覚
症
状
、
舌
腫
大
と
歯
痕
、

腹
部
の
服
の
痕
な
ど
の
他
覚
所
見
と
、
水
毒
を
示
唆
す
る
所
見
が
多

い
こ
と
か
ら
、
桂
枝
加
苓
朮
附
湯
エ
キ
ス
を
五
苓
散
末
（
自
家
製
剤
）

4.8
ｇ
／
日
へ
と
転
方
し
て
、
加
工
ブ
シ
末
1.5
ｇ
／
日
は
継
続
し
た
。

　
11
週
間
後
、
尿
量
が
や
や
増
え
て
腰
痛
は
６
割
程
度
へ
軽
減
し

た
。
足
関
節
痛
も
消
失
し
、
発
汗
傾
向
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
15
週

間
後
に
は
腰
痛
が
４
割
以
下
へ
軽
減
し
、
学
校
へ
登
校
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
悪
天
候
時
に
腰
痛
が
軽
度
増
悪
す
る
も
の

の
、
平
素
は
痛
み
を
感
じ
ず
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
と
桂
枝
加
竜
骨
牡
蛎
湯
と
も
併
せ
て
内
服

を
継
続
し
て
い
る
。

　
　
　
考
　
　
察

　CO
V

ID
-19

の
罹
患
後
に
遷
延
あ
る
い
は
新
規
に
生
じ
る
症
状
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
りpost CO

V
ID

-19 condition

と
し
て
定
義
さ
れ
、

本
邦
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
罹
患
後
症
状
と
呼
称
し

て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
そ
の
診
療
の
手
引
き
と
、
罹
患
後
症
状
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
公
表
さ
れ
て
い
る（
１
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
18
報
告
の
系

統
的
レ
ビ
ュ
ー
で
は
倦
怠
感
、
息
切
れ
、
関
節
痛
、
抑
う
つ
、
不
安
、

☛
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

　
親
バ
カ
日
記
で
す
。
１
歳
半
に
な
る
娘
は
、
皮
膚
が
弱
く
虫

に
刺
さ
れ
る
と
腫
れ
た
り
化
膿
し
た
り
で
１
カ
月
は
治
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
桂
枝
加
黄
耆
湯
エ
キ
ス
を
少
量
ず
つ
飲

ま
せ
て
い
ま
す
。
甘
み
が
あ
っ
て
気
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
、

「
お
く
す
り
♪
　
お
く
す
り
♪
　
お
い
し
い
ね
ぇ
～
」
と
喜
ん

で
飲
ん
で
い
ま
す
。
初
夏
に
は
蚊
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
内

服
を
続
け
た
お
か
げ
で
秋
口
に
は
治
り
が
早
く
な
り
、
怪
我
や

湿
疹
も
す
ぐ
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
の
皮
膚
病
に
は

大
変
良
い
で
す
ね
。
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し
た
。
そ
こ
で
、
腰
下
肢
痛
と
発
汗
傾
向
を
目
標
に
、
桂
枝
加
苓
朮

附
湯
エ
キ
ス
を
防
已
黄
耆
湯
エ
キ
ス
２
包
／
日
へ
転
方
し
た
。

　
７
週
間
後
、
下
半
身
の
冷
え
と
腰
部
を
含
め
た
多
関
節
痛
が
増
悪

し
た
。
そ
こ
で
、
防
已
黄
耆
湯
エ
キ
ス
を
桂
枝
加
苓
朮
附
湯
エ
キ
ス

２
包
／
日
へ
戻
し
て
加
工
ブ
シ
末
1.5
ｇ
／
日
を
加
え
た
。
９
週
間
後
、

体
は
や
や
温
か
く
足
関
節
痛
は
和
ら
い
だ
が
、
や
は
り
腰
痛
は
改
善

し
な
か
っ
た
。
裏
寒
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
電
気
温
鍼
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
小
倉
の
原
法
2nd
に
相
当
す
る
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
温
度
で

３
分
経
過
後
に
暑
さ
を
感
じ
た
。
10
分
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
行
の
附
子
末
の
量
で
温
補
の
効
果
が
あ
り
裏
寒
は
な
い
と
判
断
し

た
。
そ
の
他
の
所
見
と
し
て
、
口
渇
、
や
や
発
汗
す
る
、
立
ち
く
ら

み
、
身
重
感
、
頭
痛
・
頭
重
感
な
ど
の
自
覚
症
状
、
舌
腫
大
と
歯
痕
、

腹
部
の
服
の
痕
な
ど
の
他
覚
所
見
と
、
水
毒
を
示
唆
す
る
所
見
が
多

い
こ
と
か
ら
、
桂
枝
加
苓
朮
附
湯
エ
キ
ス
を
五
苓
散
末
（
自
家
製
剤
）

4.8
ｇ
／
日
へ
と
転
方
し
て
、
加
工
ブ
シ
末
1.5
ｇ
／
日
は
継
続
し
た
。

　
11
週
間
後
、
尿
量
が
や
や
増
え
て
腰
痛
は
６
割
程
度
へ
軽
減
し

た
。
足
関
節
痛
も
消
失
し
、
発
汗
傾
向
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
15
週

間
後
に
は
腰
痛
が
４
割
以
下
へ
軽
減
し
、
学
校
へ
登
校
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
悪
天
候
時
に
腰
痛
が
軽
度
増
悪
す
る
も
の

の
、
平
素
は
痛
み
を
感
じ
ず
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
と
桂
枝
加
竜
骨
牡
蛎
湯
と
も
併
せ
て
内
服

を
継
続
し
て
い
る
。

　
　
　
考
　
　
察

　CO
V

ID
-19

の
罹
患
後
に
遷
延
あ
る
い
は
新
規
に
生
じ
る
症
状
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
りpost CO

V
ID

-19 condition

と
し
て
定
義
さ
れ
、

本
邦
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
罹
患
後
症
状
と
呼
称
し

て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
そ
の
診
療
の
手
引
き
と
、
罹
患
後
症
状
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
公
表
さ
れ
て
い
る（
１
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
18
報
告
の
系

統
的
レ
ビ
ュ
ー
で
は
倦
怠
感
、
息
切
れ
、
関
節
痛
、
抑
う
つ
、
不
安
、

☛
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

　
親
バ
カ
日
記
で
す
。
１
歳
半
に
な
る
娘
は
、
皮
膚
が
弱
く
虫

に
刺
さ
れ
る
と
腫
れ
た
り
化
膿
し
た
り
で
１
カ
月
は
治
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
桂
枝
加
黄
耆
湯
エ
キ
ス
を
少
量
ず
つ
飲

ま
せ
て
い
ま
す
。
甘
み
が
あ
っ
て
気
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
、

「
お
く
す
り
♪
　
お
く
す
り
♪
　
お
い
し
い
ね
ぇ
～
」
と
喜
ん

で
飲
ん
で
い
ま
す
。
初
夏
に
は
蚊
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
内

服
を
続
け
た
お
か
げ
で
秋
口
に
は
治
り
が
早
く
な
り
、
怪
我
や

湿
疹
も
す
ぐ
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
の
皮
膚
病
に
は

大
変
良
い
で
す
ね
。
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は
じ
め
に

　
近
年
で
は
漢
方
薬
に
よ
る
副
作
用
は
し
ば
し
ば
報
告
さ
れ
て
い
る
。

実
臨
床
で
は
頻
度
の
高
い
も
の
だ
け
で
な
く
比
較
的
ま
れ
な
副
作
用

に
も
遭
遇
す
る
場
合
が
あ
る
。
今
回
、
女
神
散
に
よ
る
薬
物
性
肝
障

害
と
薬
剤
性
肺
障
害
を
合
併
し
た
症
例
を
経
験
し
た
の
で
報
告
す
る
。

 

（
注
）
本
稿
で
は
、
薬
「
物
」
性
肝
障
害
，
薬
「
剤
」
性
肺
障
害
と
い
う
用

語
を
選
択
し
た
。
従
来
よ
り
消
化
器
領
域
で
は
「
薬
物
性
肝
障
害
」
と
い
う

言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
呼
吸
器
領
域
で
は
「
薬
剤
性
肺
障
害
」

と
い
う
言
葉
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
あ
え
て
文
字
の
統
一
（
物
or 
剤
）
を

図
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
過
去
の
論
文
で
は
「
間
質
性
肺
炎
」
な
ど
の
記
載

が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
の
考
察
で
は
原
文
の
記
載
を
尊
重
し
た
。

　
　
　
症
　
　
例

【
症

　例
︼　
51
歳
、
女
性

【
主

　訴
︼　
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
（
多
汗
、
の
ぼ
せ
）、
不
眠

【
既
往
歴
︼　
多
発
子
宮
筋
腫
、
喘
息
、
青
魚
で
ア
レ
ル
ギ
ー

【
現
病
歴
】　
２
年
前
か
ら
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
あ
り
、
上
半
身
の

汗
が
強
く
、
夜
間
も
３
、
４
回
汗
で
目
覚
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

H 

R 

T
（
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
）
は
テ
ー
プ
か
ぶ
れ
で
中
断
と
な
っ

東
京
医
大
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
（
20
）

最
近
の
カ
ル
テ
か
ら

女
神
散
に
よ
り
薬
物
性
肝
障
害
な
ら
び
に

　
　
　
　
　
　
薬
剤
性
肺
障
害
を
き
た
し
た
１
例

○
　 1）

班
目
有
加
・

　2）3）

矢
数
芳
英
・
　4）

一
木
昭
人
・
　8）

平
澤
一
浩

   
　2）5）

渡
邉
秀
裕
・

　2）6）

伊
藤
正
裕
・

　2）7）

及
川
哲
郎
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め
た
た
め
、
間
質
性
肺
炎
の
診
断
に
て
他
院
入
院
と
な
る
。
入
院

時
血
液
検
査
所
見
を
表
１
に
記
す
。

【
C
T
所
見
︼
び
ま
ん
性
の
ス
リ
ガ
ラ
ス
影
、
肺
底
部
の
索
状
影
、

肺
野
全
体
の
縮
小
を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
薬
剤
性
肺
障
害
（
間
質
性

肺
炎
）
と
し
て
矛
盾
な
し
。

︻
肺
炎
経
過
】　
呼
吸
困
難
で
漢
方
薬
は
内
服
で
き
ず
に
中
止
と

な
っ
て
い
た
。

　
中
止
後
、
入
院
す
る
も
特
に
治
療
は
施
行
さ
れ
ず
自
然
軽
快

し
、
３
日
後
に
退
院
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
外
来
に
て
経
過
観
察

を
行
い
、
４
カ
月
後
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
図
１
）、
C
T
（
図

２
）
で
肺
炎
像
は
改
善
さ
れ
て
い
た
。

︻
血
液
検
査
】　
ま
た
同
時
に
入
院
時
の
血
液
検
査
で
は
ト
ラ
ン
ス

ア
ミ
ナ
ー
ゼ
上
昇
な
ど
を
認
め
て
お
り
、
本
症
例
は
薬
物
性
肝
障

害
も
併
発
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
も
内
服
中
断
に
て

自
然
軽
快
し
て
い
る
（
表
２
）。

　
　
　
考
　
　
察

１
．
薬
剤
性
肺
障
害
に
つ
い
て

漢
方
薬
に
よ
る
副
作
用
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て

小
柴
胡
湯
に
よ
る
薬
剤
性
肺
障
害
、
薬
物
性
肝
障
害
が
あ
げ
ら
れ

る
。
厚
生
労
働
省
の
報
告
に
よ
る
と
、
１
９
９
４
年
か
ら
１
９
９
６

年
２
月
に
88
人
が
間
質
性
肺
炎
を
発
症
し
、
こ
の
う
ち
10
人
が
死
亡

た
た
め
漢
方
治
療
を
希
望
さ
れ
た
。

【
西
洋
医
学
所
見
︼
　154

㎝ 
、
45
㎏ 
、
血
圧
正
常
。
経
膣
超
音
波
診
断

法
で
多
発
子
宮
筋
腫
あ
り
。

【
漢
方
医
学
的
所
見
︼　
体
格
は
痩
せ
型
。
食
欲
普
通
、
胃
も
た
れ
し

や
す
い
。
便
通
１
日
１
回
。
下
痢
と
便
秘
を
繰
り
返
す
。
も
と
も
と

冷
え
性
だ
が
こ
こ
数
年
は
暑
が
り
。
不
眠
あ
り
、
寝
つ
き
が
悪
く
、

汗
で
目
が
覚
め
る
。
夜
間
尿
２
回
。
ほ
て
り
は
上
半
身
が
中
心
で
特

に
頭
部
に
強
い
。
汗
は
着
替
え
が
必
要
な
ほ
ど
。
口
乾
（+

）、
の

ど
の
つ
か
え
（+

）

腹
診
：
腹
力
中
等
度
、
胃
内
停
水
（+
）、
右
下
腹
部
に
臍
傍
圧
痛
点

（+

）
舌
診
：
淡
紅
、
薄
白
苔
、
歯
痕
（+

）

脈
診
：
沈
弱

【
経

　過
︼
　桂
枝
茯
苓
丸
に
六
味
丸
の
併
用
を
基
本
と
し
て
様
々

な
処
方
を
試
み
た
が
、
発
汗
に
対
し
て
十
分
な
効
果
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
娘
が
鬱
を
発
症
し
た
と
い
う
情
報
か
ら
気

滞
・
気
逆
を
考
慮
し
、
処
方
変
更
。
ツ
ム
ラ
女
神
散
エ
キ
ス
顆
粒

7.5
g
／
日
分
３
を
開
始
し
た
。

14
日
後
よ
り
発
熱
、
呼
吸
困
難
感
を
自
覚
し
た
た
め
近
医
受

診
。
経
皮
的
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
（
以
下
、
SpO2
）
は
安
静
時

95
％
、
会
話
時
90
〜
93
%
と
明
ら
か
な
低
酸
素
血
症
を
認
め
、

C
T
上
で
は
び
ま
ん
性
の
ス
リ
ガ
ラ
ス
陰
影
（
図
１
上
段
）
を
認
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表１　入院時血液検査所見

表２　回復時血液検査所見

図１　
胸部レントゲン

図２　
胸部CT入院日 ４カ月後
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